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八
幡
市
国
民
健
康
保
険
（
国

保
）
の
保
険
証
を
４
月
に
更
新

し
ま
す
（
有
効
期
間
は
令
和
７

年
12
月
１
日
ま
で
。
た
だ
し
、

有
効
期
間
内
に
75
歳
に
な
る

人
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
。

外
国
人
は
在
留
期
限
の
翌
日
ま

で
）。

　

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
に
は
、
３
月
中
旬
に
簡
易
書

留
で
郵
送
し
ま
す
。
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
国
保
医
療
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
令
和
７
年
12
月
２
日
以
降
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
を
登
録
し
て
い
な
い
人

に
は
、
紙
の
保
険
証
に
代
わ
る

「
資
格
確
認
書
」
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。

※
旧
保
険
証
は
、
４
月
１
日
以

降
、
国
保
医
療
課
へ
返
還
ま
た

は
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
、
確

実
に
処
分
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
を
４
月
に
更
新

■70歳未満の人
所得金額(※) 区　分 限度額

901万円を超える ア 212万円

600万円を超え901万円以下 イ 141万円
210万円を超え600万円以下 ウ 67万円
210万円以下 エ 60万円
市民税非課税世帯 オ 34万円
※所得金額＝総所得金額等から基礎控除を引いたもの。

■70歳以上の人
所得区分 限度額

現
役
並
み

所
得
者

現役並みⅢ(住民税課税所得690万円以上) 212万円
現役並みⅡ(住民税課税所得380万円以上) 141万円
現役並みⅠ(住民税課税所得145万円以上) 67万円

一　　般 56万円
低所得Ⅱ(※１) 31万円
低所得Ⅰ(※２) 19万円(※３)

※１市民税非課税世帯で、低所得Ⅰ以外の人。
※２市民税非課税世帯で、その世帯の各所得が必要経費・控除(年金の所

得が控除額を80万円として計算、給与所得者は給与所得からさらに
10万円を控除)を差し引いたときに０円となる人。

※３低所得Ⅰで介護サービス利用者が複数いる世帯は、限度額が異なり
ます。

問国保医療課（☎983‒2962〈国保〉､ ☎983‒2976〈後期〉）

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
が
、
対
象
期

間
（
令
和
４
年
８
月
１
日
〜

令
和
５
年
７
月
31
日
）
に
支

払
っ
た
健
康
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し

て
、
表
の
限
度
額
を
５
０
０

円
以
上
超
え
た
場
合
、
そ
の

超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

対
象
期
間
中
に
八
幡
市
の

国
保
に
継
続
し
て
加
入
し

て
い
た
人
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

た
人
に
は
、
３
月
下
旬
か
ら

順
次
、
支
給
の
お
知
ら
せ

を
送
付
す
る
予
定
で
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

人
や
、
他
の
健
康
保
険
等
に

加
入
し
て
い
た
人
は
、
そ
の

自
己
負
担
額
も
合
算
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
令
和
５
年
７

月
31
日
時
点
で
加
入
し
て
い

た
健
康
保
険
の
窓
口
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
医
療
と
介
護
の
両
方
の
自

己
負
担
が
あ
る
世
帯
が
対
象

で
す
。
入
院
時
の
食
事
代
や

保
険
が
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ

ド
料
、
各
種
文
書
料
な
ど
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
制
度

国民健康保険 ／ 後期高齢者医療制度

国
保
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に

（例）令和５年10月に会社を辞めて、
　　令和６年３月に
　　国保の加入届け出をした場合

さかのぼって
保険料を納付

令和５年10月
（国保加入資格発生）

令和６年３月
（届け出をしたとき）

▼ ▼

問国保医療課国保年金係（☎983‒2962）

　

私
た
ち
は
何
ら
か
の
健
康
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
健
康
保
険
に
は
、
全
国

健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん

ぽ
）、
健
康
保
険
組
合
（
組
合

健
保
）、
共
済
組
合
な
ど
の
健

康
保
険
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、

こ
れ
ら
の
健
康
保
険
に
加
入
で

き
な
い
人
が
加
入
す
る
健
康
保

険
で
す
。
家
族
の
加
入
し
て
い

る
健
康
保
険
な
ど
の
扶
養
（
同

居
し
て
い
な
く
て
も
加
入
で
き

る
場
合
あ
り
）
に
入
れ
な
い
場

合
や
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い

た
健
康
保
険
の
任
意
継
続
の
保

険
に
加
入
さ
れ
な
い
場
合
は
、

国
保
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

負
担
と
な
り
ま
す
。

■
交
通
事
故
に

　
あ
っ
た
時
も
届
け
出
を

　

交
通
事
故
に
あ
っ
た
時
は
、

す
ぐ
に
国
保
医
療
課
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
す
れ

ば
国
民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て

治
療
を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す

（
一
時
的
に
国
保
が
医
療
費
を

立
て
替
え
、
加
害
者
に
請
求
し

ま
す
）。

　

就
職
や
退
職
、
転
入
や
転
出

な
ど
に
伴
っ
て
国
保
の
加
入
や

脱
退
の
手
続
き
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
は
、
必
ず
14
日
以
内
に

国
保
医
療
課
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
に
必
要
な
も
の

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
上
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読

み
込
み
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

■
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と

　

届
け
出
を
し
た
日
か
ら
で
は

な
く
、
国
保
の
加
入
資
格
が
発

生
し
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん（
遡
及
制
度
）。
ま
た
、

そ
の
間
の
医
療
費
は
全
額
自
己

問市税に関すること＝税務課市民税係（☎983‒2481）、
　国民健康保険料に関すること＝国保医療課国保年金係（☎983‒2962）

市税等の納付は便利な口座振替のご利用を
　国民健康保険料（第10期分）の
納期限は４月１日（月）です。納
期限までに市税等取扱金融機関や
コンビニ、スマホ決済（ＰａｙＰ
ａｙ、ＬＩＮＥ Ｐａｙ）、市役所
で納付をお願いします。

　口座振替をご希望の人は、引き
落としを希望する月の前月15日ま
でに口座振替依頼書を市税等取扱
金融機関（市外の金融機関に依頼
書がない場合あり）や市役所へ提
出してください。

※ゆうちょ銀行をご利用の場合
は、直接ゆうちょ銀行へお申し
込みください。

※納期限までに納付がない場合は
督促状（督促手数料100円を加
算）を送付し、京都府と京都市
を除く府内25市町村で組織する
広域連合「京都地方税機構」に
徴収事務を移管します。

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
一
部
区
域

に
お
い
て
、
プ
ラ
マ
ー
ク
製
品
と

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
曜
日
が

変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

他
の
区
域
は
、
収
集
曜
日
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
３
月
中
旬
ご
ろ
に
全
戸

配
布
す
る
チ
ラ
シ
「
令
和
６
年
度

八
幡
市
環
境
事
務
所
か
ら
の
お
知

ら
せ
」
に
は
、
ご
み
の
出
し
方
等

を
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

令和６年４月から一部区域でごみの収集曜日が変わります

問環境業務課（☎983‒5340）

区域名 プラマーク製品・燃やさないごみ
変更前 変更後

男山泉（橋本南山線より東側） 木 水
男山松里（橋本南山線より北東部） 水 火
美濃山千原谷 月 水
八幡安居塚（北側：主要道路沿い集積場） 水 火
八幡中ノ山（87番地） 水 火
八幡福禄谷
※プラマーク製品・燃やさないごみが火曜日の区域は変更なし。 水 火

※燃やすごみの収集曜日の変更はありません。


